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研究成果の概要： 
リシンはトウゴマの種子から容易に精製可能なタンパク質性の毒素であり、バイオテロに用

いられる可能性が最も高い毒素と言われている。リシンを合成するメッセンジャーRNA（mRNA）
を指標とする逆転写リアルタイム PCR法によりリシンを識別する方法を開発するために、1)PCR
プライマーの設計、2)RNA 抽出・精製法の検討、3)増幅産物及び反応特異性の確認を行った。
その結果、リシン RNAを識別するために適した RNA抽出・精製法を明らかにすることができ、
設計したプライマーを用いることで、リシン mRNAを識別することが可能と考えられた。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義： 
バイオテロ等のリシンが関係している事件・事故が発生した場合、捜査機関や医療機関では

迅速な組織的対応・治療方針の決定が求められることから、早期に物質を同定する必要がある。 
主なリシン検出法としては、抗体キットや毒素検出チップを用いる方法等が報告されている

が、抗体キットは有効保証期限が短いことから多くの検査機関は常備しておらず、毒素検出チ
ップやその検出器も保有していない。今回検討を行った逆転写リアルタイム PCR 法によるリシ
ン mRNA検出法は、設計したプライマーを合成すれば、その他の試薬や装置は多くの検査機関が
通常の業務で使用しているものを利用可能であることから、持続的に運用可能な検査法と考え
られる。 
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１．研究の目的 

リシンはトウゴマの種子から容易に精製可能なタンパク質性毒素であり、最も毒性の高い
生物毒の一つである。日本国内においても容易に種子を入手することができ、生物化学兵器
やバイオテロに使用される可能性が最も高い毒素と言われている。 
現在までに報告されている代表的なリシン検出法として、抗原抗体法を利用する検査キッ

トや毒素検出チップなどが報告されているが、有効保証期限が短いことからほとんどの検査
機関は検査キットを常備しておらず、毒素検出チップやその検出器も保有していない。その
為、各検査機関で持続的に検査可能な手法を開発する必要があり、テロ事件への迅速な組織
的対処や被害者の治療方針を決定する上で、早期に物質を同定することが極めて重要である。 

  リシンは、DNA の遺伝情報が転写された mRNA が翻訳されることで、種子内に合成され
る。その為、リシン mRNA を検出することができれば、間接的にリシンを識別することが
可能であり、多くの検査機関においても持続的に識別が可能になると考えられる。 

 

２．研究成果 
まず、リシン mRNA を検出するためのプライマーペア候補を設計した。トウゴマからリシ

ン RNAを抽出する最適な方法を明らかとするために、複数の RNA抽出キットや精製試薬につ
いて検討した。その結果、Agilent Plant RNA Isolation kit と High Salt Solution for 
Precipitaionによる多糖類除去を組み合わせることにより、RNA溶液に残存する DNAを少な
くすることができ、また DNaseによる残存 DNAの消化を促進できることがわかった。アガロ
ースゲル電気泳動及びシークエンス解析により、逆転写リアルタイム PCRによる増幅産物の
サイズ及び塩基配列の一部を確認することができた。 
また、リシン mRNA と配列相同性が高い Agglutininm RNA がトウゴマ種子内には存在して

いるが、設計したプライマーは、それらに由来する非特異な増幅は生じないことを確認でき
た。 
トウアズキ、トリカブト、キダチチョウセンアサガオ、イヌサフラン及びギョウジャニン

ニクといった他の植物の種子、並びにトウゴマと同じトウダイグサ科であるアカメガシワの
種子から RNAを抽出し、逆転写リアルタイム PCRを行ったところ、目的とする増幅は確認さ
れなかった。一方では、レッドキャスタービーンやホワイトキャスタービーンといった品種
が異なるトウゴマの種子からは、いずれもリシン mRNAを増幅可能であった。 
このように逆転写リアルタイム PCR 法により、リシン mRNA を識別できる可能性が示唆さ

れたが、法科学的な応用を想定し、陳旧サンプルや模擬ケースワークサンプルを用いた検証
を検討中である。 
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